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混合廃プラスチックをオゾン処理するこ
とにより、ポリ塩化ビニルのみ表面を親
水化し、他のプラスチックと分離可能に
する技術を開発しました。
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容器包装プラスチック、自動車や家電シュレッダー
ダスト中のプラスチックなど様々な種類が混合した
プラスチックの資源では、塩化水素ガスやダイオイン
発生の危険性がある塩素系プラスチック（PVC, PVDC）

の分離が必要です。本研究では、オゾンが塩素系プラスチックの塩素基と特異
的に反応し、親水化することを発見し、混合プラスチックから塩素系プラスチッ
クを分離除去する技術を開発しました。
【応用例1】
容器包装プラスチックの湿式
比重分離において分離される
PP、PEから不純物であるPVDC,
PVCをほぼ100％除去します。
【応用例2】
自動車シュレッダーダストから
湿式比重分離で約60％のPP,
PEを回収した後、残渣分からPVCを除去し、さらに30％の塩素フリーの熱利用
などが可能なプラスチックを回収できます。


